
多機能静穏域関連調査(定着性資源調査)

山田嘉暢

目 的

深浦町北金ヶ沢地先には離岸堤が設置され、その陸側が静穏域として活用されている。この場所にアワ ビの放流場所と し

て投石漁場が造成されたが、投石の表面には浮泥が観察され、餌料となる大型海藻の生育が認められなかった。そこで餌料

海藻が繁茂する藻場を造成するために、幼匹供給によるホンダワラ類藻場の造成が試みられた。本調査は、藻場造成後の投

石漁場周辺における海藻の繁茂状況の経年変化を把握するともに、静穏域内に生息するウニ、サザエ、ナマコなど有要魚介

類である定着性資源の状況を把握し、静穏域の効果的利用方法を検討する。

材料と方法

平成 20年 8月 26日;および平成 21年 2月4日に、深浦町

北金ヶ沢漁港東側に設置された多機能静穏域内にある投石

漁場の 5地点、 (st.1 ~st. 5)、離岸堤にある l地点、(st.6)、

離岸堤付近の砂泥域(st.7)の計7地点 (図 1)に潜水し、海

藻や底生動物の生息状況を観察すると共に、投石漁場では海

藻を 50cm四方の枠、底生動物を 1m四方の枠でそれぞれ2枠

分採取し、種類ごとに湿重量を測定した。

離岸堤にある調査地点では、離岸堤の海底面部分について

幅 1m長さ 20mの範囲に生息する底生動物を採取し、同様に

測定した。また平成 16年から平成21年までに実施した同様

の調査結果を整理した。

結果と考察

図 1 調査地点図

表 l、2に多機能静穏域における定着性動物の生息密度及び生息量を示した。また表3に多機能静穏域におけるキタムラサ

キウニの測定結果、表 4~6 に過年度に実施した多機能静穏域におけるキタムラサキ ウニ、サザエ、 マナマコの生息状況等、

表 7、8に多機能静穏域における植物の生息数、表9に多機能静穏域におけるスポアーバッグの設置状況を示した。

1.キタムラサキウニ

平成20年 8月 26日(以後、平成20年 8月)の調査において、投石漁場では平均生息密度は O.7個体/rrf、平均生息量 55.9g/

rrfが観察され、平均殻長は 6.7cm、平均重量は 111.19、平均生殖巣指数は 11.5で、あった。投石評議場(面積 13，650 rrf)に生

息するキタムラサキウニの資源量は、平均生息密度から 763.Okgと試算された。

また、離岸提の平均生息密度は O.9個体/rrf、生息量46.6g/ rrfが観察され、 平均殻長は 5.8cm、平均重量 79.2g、平均生

殖巣指数は 9.5で、あった。離岸提(面積 2，000 rrf)に生息するキタムラサキウニの資源量は、平均生息密度から93.2kgと試

算された。

平成21年 2月4日(以後、平成21年 2月)では、投石漁場では平均生息密度は1.0個体/rrf、平均生息量 104.9g/ rrfが観

察され、平均殻長は 6.8cm、平均重量は 122.8g、平均生殖巣指数は 4.7であった。 投石漁場(面積 13，650 rrf)に生息する

キタムラサキウニの資源量は、平均生息密度から 1431.9kgと試算された。

また、 離岸提の平均生息、密度は 1.2個体/rrf、生息量81.9 g/ rrfが観察され、平均殻長は 5.8cm、平均重量 79.旬、 平均生

殖巣指数は 4.4で、あった。 離岸提(面積 2，000rrf)に生息するキタムラサキウニの資源量は、平均生息密度から163.8kgと
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試算された。

表 4より投石漁場の資源量は、ウニ漁の後で漁獲されたことにより生息数が少なかった平成 19年 8月を除き、概ね1.0

トン前後で推移しており、調査を開始した平成 16年度以降の生息状況と一致 3)4) 5) 6) しており、比較的安定していると推測

された(表 4)。

表 1多機能静種域における定着性動物の生息状況(平成20年8月26日)

種名

措〈漂7倫明 水深:7.7m 水深7.4m 水深泡3m 氷漂:7倫明 水深:8.6m 水深ト10.5m 投石車場平坦 腫陣握平噛 平均

一 一一一 一 一 一一一三」一一 .u ~一一」とL一一一丘L一一 .u 一一丘Lー」丘己記) (旦ニど) (記ニ記」
個体舷重量 .体敵重量 健 体 数 量 量 個体敏貰量 個体数量量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体敵軍量 個体数量量

(値1"骨 WirIl (・InIl(..;nIl (圃1m)(，，1m) (値1m)【，，1町!) (個1m)Wm) (個InIl也1m) (個InIl (，，1m) (値1m】W n!】 f個1m】(..;nIl (・InIl("/ml 
0.4 1.4 0.0 0.0 0.2 0.7 0.1 0.2 

0.2 4.7 0.4 2.2 1.1日 8.1 0.0 0.9 0.7 5.2 0.2 2.1 

0.2 1.6 0.4 6.7 0.0 0.0 0.3 4.2 0.1 1.2 

ユキノ:カサガイ

コシずカガンガラ

オオコシザカガンガラ

サザエ

イワガキ

ヤドカリ科の1種

イポトゲガニ

チピヲモヒトデ科白1種

モミジガイ

イトマキヒトデ 0.2 6.7 

7力ウニ

キ聖ムラサキウニ 0.6 59.4 

マポヤ 6.4 49.8 

M ~ M ~ M ~ ~ u 
1.4 31.5 

0.3 22.1 0.0 0.0 0.2 15.8 

0.3 6.3 0.0 0.0 0.2 4.5 

0.2 1.5 

0.2 0.2 

3.6 30.7 0.2 1.0 0.0 0.3 

0.0 0.0 

0.0 0.0 

0.0 0.4 

0.3 9.9 

0.0 2.3 

0.7 55.9 

1.6 39.4 

1.9 15.9 
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表2多機能静穏域における定着性動物の生息状況(平成21年2月4日)

種名

水深7.6m 水深7.3m 水深7.0m 水漂7.8m 水漂7.3m 水漂8.1m 水深10.2m 投石海場平均 種雇理平崎 平崎

ー一一丘L一一一一ー丘L 一一一一正L 一一ーー主土一一一一ー誌L一一ーー-!!!.一一一ーー」ι一一一」丘与丘!L_ー」丘Eニ丘L一一」丘Lニ丘zl...，_
個体数量量 個体敏重量 個体撤重量 個敬重量 個体数量量 個 体 散 重 量 個体数量量 個 体 数 量 量 個体数重量 個体敏重量

(個1m)(..;nf) (個Inf) ("/nf) (個Inf) ("/nf) (値Ir吋)("/nf) (個InIl(..;nf) (個Inf) W 同) (個InIl(iu'nfl (個Inf) (..;nf) (個Inf) (，，1 nf) (個Inf) ("/nf) 

0.4 4.8 0.2 2.9 0.1 1.5 0.0 0.0 0.1 1.1 

0.2 2.0 0.2 且3 0.1 0.5 0.0 0.0 0.1 0.3 

0.4 2.9 0.0 0.0 0.2 1.5 0.1 0.4 

0.6 7.0 1.6 22.4 0.0 0.0 ，1.2 14.7 0.3 4.2 

0.6 55.8 0.4 34.7 0.4 25.8 0.3 23.2 0.0 0.0 0.2 16.6 
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表3多機能静穏域におけるキタムラサキウニの測定結果(平成20年8月26目、平成21年2月4日)

調査点、 st.l st.2 st.3 st.4 st.5 sl自 st.7 

投石漁
場平均

離岸堤
平均

平均

6.0 

(乱1-坑 5) (坑.6-坑 7) (坑 1-坑 7)

6.7 5.8 5.4 

111.1 79.2 85.5 

12.6 7.5 9.1 

11.5 9.5 9.1 

6.8 5.8 5.6 

122.8 79.0 96.8 

5.9 3.4 4.6 

4.7 4.4 4.1 

般長(mm) 6.7 6.6 

重量(g) 115.2 112.1 102.8 105.8 119.8 
8月

生殖巣重量(<<) 14.4 12.6 10.9 

生殖操指数 12.6 11.7 

般長(mm) 6.4 7.1 

重量g) 94.2 135.9 124.0 120.5 139.6 
2月

生殖巣重量(ω 3.7 6.6 

生殖巣指数 3.8 4.8 

*キヲムラサキウニ30個体の平均値

6.4 6.6 6.9 5.6 

70.6 

7.2 

10.2 

5.6 

71.4 

4.2 

5.9 

87.7 

11.4 13.8 

10.7 

6.7 

10.8 

6.7 

86.5 

6.1 5.1 

4.1 

7.8 2.5 

2.9 5.0 6.0 

表4多機能静樟域の投石漁場におけるキタムラサキウニの生息状況の経年変化(H17-H21)

キ空ムラサキウ二 一一....!:!..1l.一一-ー.J:!!.IL_一一」止でア一一....!:s!!...一一回...!:sL
1月 8月 2月 6月 Z月 日月、 2月 8月 2月

平均殻長(cm) - 5.1 - 5.4 6.6 6.8 6.8 6.6 6.8 

平均生息密度(個体1m) 2.4 1.3 2.0 1.5 1.0 0.1 2.2 0.7 1.0 

平崎生息量(g/凶) 58.0 80.8 129.6 95.7 117.8 7.8 124.5 55.9 104.9 

平均生殖巣指数 ー 16.2 - 14.0 14.0 11.8 5.5 11.5 4.7 

資源量(トン) 0.8 1.1 1.8 1.3 1.6 0.1 1.7 0.8 1.4 

叫:般長、生息密度、生息量、生殖巣指数は平均値

*2:ウニ漁の後で、生息密度が少なかった。

2.サザエ

平成20年 8月の調査において、投石漁場では平均生息密度はO.3個体/ni、平均生息量22.1g/niが観察された。投石漁場

(面積 13，650ni)、に生息するサザエの資源量は、平均生息密度から 301.7kg と試算された。離岸提では観察されなかった。

平成21年 2月では、投石漁場では平均生息密度はO.3個体/ni、平均生息量23.2g/niが観察された。投石漁場(面積 13，650

ni)に生，目、するサザエの資源量は、平均生息密度から 316.7kgと試算された。離岸提では観察されなかった。

-305-



平成 16年から 21年におけるサザエの資源量は、平成 16年2月には 1863.2kgを示していたが、平成 17年 1月には低水温

の影響による大量艶死 5) により 30.0kg まで減少した。平成 17 年 8 月以降は 200~400kg で推移しており、資源が安定して

きた傾向が見られた(表5)。

表5 多機能静穏域の投石漁場におけるサザエ生息状況の経年変化(H16-H21)

サザエ
H16 H17 H18 H19 H20 H21 

2月 8月 1月 8月 2月 6月 2月 8月 2月 8月 2月
生息密度(個体/rrI) 1.8 0.8 1.2 0.4 0.2 0.1 0.2 0.4 0.2 0.3 0.3 

生息量(g/rrI) 136.5 35.8 2.2 33.1 17.2 18.4 16.9 32.0 16.8 22.1 23.2 

資源量(kg) 1863.2 488.7 30.0 451.8 234.8 251.2 230.7 436.8 229.3 301.7 316.7 

3.マナマコ

平成 20年 8月の調査においては、マナマコが夏眠期に入っていたため投石漁場および離岸堤では観察されなかった。

平成 21年 2月では、投石漁場では平均生息密度は 0.4個体/rrf、平均生息量77.4g/rrfが観察された。投石漁場(面積 13，650

rrf)に生息するマナマコの資源量は、平均生息密度から 1056.5kgと計算された。

離岸提の平均生息密度は1.2個体/rrf、生息量 159.1 g/rrfが観察された。離岸提(面積 2，000rrf)に生息するマナマコの

資源量は、平均生息密度から 318.2kgと試算された。

表6 多機能静穏域の投石漁場におけるマナマコ生息状況の経年変化(H16-H21)

マナマコ
H16 H17 H18 H19 H2o H21 

8月 1月 8月 2月 6月 2月 8月 2JJ 8月 2月
生息密度(個体/rrI) 0.1 0.2 0.4 

投石漁場生息量(g/Jrl) 20β 49.3 57.0 

資源量(kg) 273.0 673.0 778.1 

生息密度(個体/rrI) 本 0.8 0.5 

離岸堤 生息量(g/rrI) * 20喧.3 145.8 

資源量(kg) * 411.0 2叩0.0
投右漁場+離岸堤の資源量 1084.0 3678.1 

*:資料なし
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4.藻場と海藻

海藻は、平成 20年8月の投石漁場には、ホンダワラ類5種(ジョロモク、フシスジモク、ヤツマタモク、マメタワラ、ヨ

レモク)の他にエゾヤハズ、イトアミジ、コナウミウチワなど計 992.6g/rrfが観察された。このうち、ヨレモクの平均生息

密度は、海藻全体の 50.0%に相当する 496.4g/rrfが生育し、海藻類の中で卓越した 1種であった。

平成 21年 2月にはホンダワラ類 5種(フシスジモク、アカモク、ヤツマタモク、マメタワラ、ヨレモク)が計 2798.2g/

d観察され、このうちヨレモク (1，498. 4g/ rrf) とマメタワラ (600.8g/rrf)で海藻全体の約 75%を占めていた。

表7 多機能静穏織における植物の生息状況(平成20年8月26日)

水深 7.6m 水環7.7m 水産7.4m 水量1:8.3m 水漂 7.8m 水漂8.6rn 水量l:l0.5m 投石車場平均 援陣撮平均 平均

種名
st.l st.2 st.3 乱4 此 5 且 6 st.7 (且'ー比5) (st6-且7) (st.1-st.7) 

個体数重量 個体撤重量 個体撤重量 個体撤重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量 個体数重量

{個Irr!) ("/rr!) (個Irr!l(.，;rr!市 {個川骨 W rr!) (値Irr!) W rr!) (個Irr!)("/rr!) (僅/町自 t屋川町 {値/町古(.，;rr!l (個Irr!) (.，;rr!) (個Irr!) ("/rr!) (個Irr!) ("/rr!) 

1.0 27.2 0.2 5.4 0.0 0.0 0.1 3.9 

1.0 18.6 0.2 3.7 0.0 0.0 0.1 2.7 

0.0 0.0 0.6 3.6 

0.0 0.0 3.1 14.2 

0.0 0.0 0.3 2.0 

0.0 0.0 0.3 0.3 

0.0 0.0 3.1 44.3 

0.0 0.0 5.4 70.9 

1.0 5.4 1.0 5.2 1.0 11.2 1.0 3.4 0.8 5.0 

2.0 52.8 2.0 4.0 12.0 18.6 6.0 23.8 4.4 19.8 

2.0 13.8 0.4 2.8 

2.0 2.2 0.4 0.4 

8.0 203.4 14.0 106.6 4.4 62.0 

8.0 135.4 6.0 103.8 12.0 48.2 8.0 169.8 4.0 41.2 7.6 99.3 

ヱゾヤハズ

イトアミジ

ヨナウミウチワ

ジョロモヲ
フシスジモヲ
ヤツマ9モヲ
マメ告ワラ

ヨレモヲ

多機能静穏域内の投石漁場は、平成 12年から平成 15年までの 4年間にヤツマタモクなどの多年性ホンダワラ類の生殖器

床が形成された母藻を利用したスポアーバッグによる藻場造成が試みられた。山内 5)は、平成 14年 9月に投石漁場を調査

し、最初の幼匹供給から 2年4ヶ月後には、投石漁場西角にホンダワラ類の小群落が確認され、その中にメバノレ等が観察さ

れた。また平成 15年 2月には、投石漁場の約 10%に当たる約 1400rrfの藻場が形成されたと報告している。佐藤ら 6)もこの
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投石漁場を調査しているが、平成 15年 8月には同場所の藻場面積が投石漁場の 30%(約4100IIUに拡大したことを報告し

ていることから、平成 15年以降もスポアーバッグによるホンダワラ類藻場の造成効果が持続しているものと考えられた。

表8 多機能静穏域における植物の生息状混(平成21年 2月 48)

種名

水源1.6m 水深1.3m 水藻7伽n 水膏主s;.. 水藻7.3m 示蚕8.1m 水藻10.2m 極右揖揖平蝿 峰岸温平帽 平均

民 1 乱 2 且 3 st.4 st5 st.6 乱 7 (乱1-且5) (且6由民7) (乱1-乱7)

一一一一一一一一一一個 体数 量量 偏 体 撤 重 量 ・体徹重量 個体撤重量 個体撤重量 .体叡重量 値体撤重量 個 体 数 重 量 個体数重量 個体数重量

f個InI)(g/nl) (.・InI)恒1m) {./n1J Wm】 f・1n1JW n1J (t圏ノ!rll__W_rrl1_ (個1n1J u<川白 f・1n1JWm) (値InI) (a/ nI) (個1n1J (a/nI) (個1m)(a/nI) 

2.0 5.0 0.4 1.0 0.0 0.0 0.3 0.7 フシ;;ジモヲ
アカモヲ
ヤツマ脅モヲ

マメ~ワラ

ヨレモヲ

4.0 4日3.8

4.0 50.8 

16.0 600.8 

14.0 280.8 24.0 595.0 4.0 8.4 4.0 183.6 4.0 430.6 
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表 9 多機能静穏域におけるスポアーバッグの設置状況

スポアーバッグ設置日 叡置場所 種 類

平成12年5月10目 投石漁場酉角 ホンダワヲ類5種

(フシスジモ夕、アカモク、
ヤツマタモ夕、マメタワラ、
ヨレモク各航路g)

平成13年5月28日 投石漁場中央 ヤツマタモク(1()(肱g)

平成14年5月24目 投石漁場西角、南角、東角 ヤツマ?毛ク(3∞kg)

平成15年5月21日 投石漁場東角 フシスジモク(120kg)
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